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はじめに 
 
 
 『ユーラシア言語文化論集』も今年で 20 号を刊行することができました。この 20 年間、
ユーラシアという名前を保ちながら刊行を続けて来られたことを、我ながら感慨深く思っ
ております。今回はその記念ということで、ユーラシア言語文化論講座にゆかりの深い方々
に御寄稿をいただきました。 
 中でも巻頭を飾っていただいた田中克彦先生は、故金子亨先生の盟友であり、現在のユ
ーラシア言語文化論講座の前身である文学基礎論講座の時代から、さまざまな形でご指導
を賜ってきました。先生の近著である『田中克彦自伝―あの時代、あの人びと』（平凡社 
2016 年）の中では、私たちの講座を名指しで高く御評価いただいております。そのような
関係から今回は巻頭論文を頂戴したいということで、児玉香菜子のたっての依頼によって
御寄稿いただくことができました。 
 また本大学の名誉教授であり、本講座を設立当時から支えてくださった荻原眞子先生に
も御寄稿いただきました。荻原先生は今年度に入ってからも、『英雄叙事詩 アイヌ・日本
からユーラシアへ』（三弥井書店、2018）という我ら待望の書を編集・執筆されるなど、ま
すますのご活躍ぶりです。 
 その他にも、白井聡子先生、海老原志穂先生、坂井弘紀先生、村山和之先生、渡邊三津
子先生など、非常勤講義等でこれまでご協力いただきました先生方からも御論考を頂戴し、
総勢 20 名、19 本の原稿を掲載することができました。 
 さて、2017 年度から 18 年度にかけての院生の動向としては、唐柏炎君、ソマンさん、
王寅さん、肖明陽さんが博士前期課程を修了。唐君は博士後期課程に進学しました。 
 教員のほうでは、中川は 2020 年の国立アイヌ民族博物館開設に向けて、アイヌ語表示・
展示解説検討委員会委員長を務めており、博物館全体の展示をアイヌ語で行うという試み
に向けて活動を行っております。また、2018 年 9 月 30 日付で文化庁創立 50 周年記念表
彰というものを受けました、これもひとえに皆様の御指導・御協力の賜物であり、心より
感謝申し上げます。 
吉田は過去数年間、北海道網走を中心に実施した本邦の氷 下
こおりした
漁に関する科研費研究プロ
ジェクトのまとめの論考を『北海道立北方民族博物館研究紀要』（第 27 号）に掲載（2018.3）
しました。また勉誠出版より刊行されている『アジア遊学』の 1 冊（227 号）として『ア
ジアとしてのシベリア～ロシアの中のシベリア先住民世界』を言語学者の永山ゆかりさん
と共に編集し、当講座関係者も含む 20 名の執筆者による論集として 2018 年 12 月に刊行
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することができました。 
田口は、8 月から 9 月にかけて学生の唐柏炎君と貴州省開陽県と安順県においてミャオ
語の調査を行い、9 月には International Conference on Sino-Tibetan Languages and 
Linguistics に発表及び司会で参加しました。 
周は昨年度が最終年度の科研研究の一環として、世界華僑華人研究学会、サンパウロ大
学共同主催の研究大会に「在日中国人新移民の家庭の教育戦略−異文化適応過程における家
族の役割変換に関連して」をテーマに発表しました。また昨年から参加しているグループ
科研の調査に協力しています。 
 児玉は本年 2018 年 4 月に育児休業より復帰しました。9 月に北京、10 月から 11 月にか
けて内モンゴル自治区フフホト市で調査をおこないました。 
なお、この CES20 号の編集は児玉香菜子が担当いたしました。 
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